
BF01-01-15(住宅)
性能評価申請書
令和　　年　　月　　日
一般財団法人　日本建築センター　御中

［会社名］　　　　　　　　　　　　　　申請者

［代表者名］　　　　　　　　　　　　　
［所在地］
電話　

　下記について、性能評価を受けたいので、次のとおり申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は事実に相違ないものとし、申請するにあたり、次の事項について同意します。
・申請及び業務期日延期依頼の手続き、申請書及び添付図書の訂正、一般財団法人日本建築センター
から交付される文書の受領等性能評価に関して必要な事項について、下記連絡先欄の者に委任する
こと。
・下記手数料請求先会社名欄の会社が申請者と異なる場合は、当該会社が手数料を支払うこと。当
該会社による支払いが滞る場合、申請者は連帯責任者として支払うこと。
・一般財団法人日本建築センター性能評価業務約款及び同規程を遵守すること。

記

	一般財団法人
日本建築センター
性能評価業務
規程に示され
る別表の区分
【１つ選択】
	□2の2．建築基準法第２０条第１項第一号の認定に係る性能評価
□６．建築基準法第３７条第二号の規定に基づく認定に係る性能評価
□９．建築基準法施行令第２２条の認定に係る性能評価
□10．建築基準法施行令第２２条の２第二号ロの認定に係る性能評価
□23．建築基準法施行規則第１条の３第１項第一号イ、同号ロ(1)及び同号ロ(2)
      の認定に係る性能評価
□24．建築基準法施行規則第８条の３の認定に係る性能評価

	性能分野
の 区 分
【１つ選択】
	□耐久性能
□建築材料の品質性能
□低層建築物の構造安全性能
（□木質系建築物　　□鉄鋼系建築物　　□コンクリート系建築物
　□異なる構造を併用する建築物　１階（　　造）２階（　　造）３階（　　造））

	件    名
	（性能評価を受けようとする建築物の名称又は建築材料等の名称）


	連　絡　先
	会社名
部課名
所在地
電　話
担当者(ふりがな)
E-mail
	






	受付の承諾日

	
	
	
	※

令和　年　月　日



	請求書
送付先
	会社名
所在地
電　話
担当者(ふりがな)
E-mail
	

　　　　　　

	手数料
（非課税）
	※

	
	
	
	手数料
請求先
会社名
	



	業務完了後のビルデイングレター及びＢＣＪホームページの完了報告一覧への掲載許諾*1
	□諾　　　□否



（注意）  ①申請者が法人である場合は、代表者又は本申請の権限が委譲された者の役職及び氏名を記載してください。
②当財団が必要と判断する場合は、申請者に押印をお願いすること、直接連絡することがあります。
③記載された個人情報を本業務と当財団からのお知らせ以外に使用いたしません。
④※印のある欄は、当財団が使用しますので、何も記載しないでください。
⑤性能評価書の交付は、原則として電子交付とさせていただきます。書面による交付をご希望の場合は、申請時にご連絡く
ださい。
⑥*1欄の掲載内容については、別添「性能評価（評定）完了報告一覧の掲載のお願い」をご覧ください。




（備考１）本性能評価の分類
	対　象　案　件
【1つ選択】
	□１．建築物（地下室又は地下車庫を有するものを除く。）

	
	□２．鉄筋コンクリート造の地下室を有する建築物

	
	□３．鉄筋コンクリート造の地下車庫を有する建築物

	
	□４．上記以外の建築物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	上部構造の構造形式
	

	基本モジュール
	mm
	既評価の発信番号
	ＢＣＪ基評－



（備考２）本性能評価の区分（必要壁量表等の種類及び組合せ）又は場合分け
※階数及び構造計算に用いる荷重及び外力等によらず、適切な場合分けにより構造計算する場合には、
当該場合分けにより区分しても可とします。なお、場合分けの場合は、その内容を明記してください。
	上部構造の階数
	□平家 □2階建て □3階建て
	必要壁量表等の
種類及び組合せ

左記の階数及び
構造計算に用いる
荷重及び外力等
の組合せの種類

※別紙に記載する
ことも可
	

	地震地域係数(Ｚ)
	□1.0　□0.9　□0.8　□0.7
	
	

	基準風速(Ｖo)及び
地表面粗度区分の
組合せ
	
	
	

	垂直積雪量及び
積雪の単位荷重
の組合せ
	
	
	

	積　載　荷　重
	
	区分又は場合分け数
	

	※場合分けの場合の内容を明記
	



（備考３）本性能評価の建築物等の概要
	最高の軒の高さ
	ｍ以下
	各階の
床面積
	３階
	㎡以上　　　㎡以下

	最 高 の 高 さ
	ｍ以下
	
	２階
	㎡以上　　　㎡以下

	床 面 積
	㎡以上　　　㎡以下
	
	１階
	㎡以上　　　㎡以下

	地盤の長期地耐力
	kN/㎡以上
	
	地下階
	㎡以上　　　㎡以下

	用途及び戸建形式
	

	基礎の種別
【該当するもの
すべて選択】
	□布基礎　　□べた基礎　　□基礎ぐい　　□独立基礎
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	基礎等における
図書省略等の
取り扱い※
【該当するもの
すべて選択】
	□基礎等の仕様及び配置ルールを規定し、基礎等を図書省略等の対象とする。
□基礎等の構造設計要領を用意し、基礎等を図書省略等の対象としない。

	その他必須事項
	


※建築基準法施行規則第１条の３第１項第一号ロ(2)の認定に係る性能評価の場合のみ














※（一財）日本建築センター使用欄
	部　長
	課　長
	職　員
	摘　要

	
	
	
	



BF01-01-15(住宅)
性能評価申請書両面印刷：表
記載例

令和５年　９月　１日
　一般財団法人　日本建築センター　御中役職名は、登記上の正式な名称としてください。
特に「代表」や「社長」が付くか、確認を。
次の項目名を削除。
・申請者　・会社名　・代表者名　・所在地


株式会社　センターホーム
代表取締役　日本　一郎
東京都千代田区外神田x-x-x ○○○ビル
電話　03-????-????

　下記について、性能評価を受けたいので、次のとおり申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は事実に相違ないものとし、申請するにあたり、次の事項について同意します。
・申請手続き、申請書及び添付図書の訂正、一般財団法人日本建築センターから交付される文書の
受領等性能評価に関して必要な事項について、下記連絡先欄の者に委任すること。
・下記手数料請求先会社名欄の会社が申請者と異なる場合は、当該会社が手数料を支払うこと。当
該会社による支払いが滞る場合、申請者は連帯責任者として支払うこと。
・一般財団法人日本建築センター性能評価業務約款及び同規程を遵守すること。

記

	一般財団法人
日本建築センター
性能評価業務
規程に示され
る別表の区分
【１つ選択】
	□2の2．建築基準法第２０条第１項第一号の認定に係る性能評価
□６．建築基準法第３７条第二号の規定に基づく認定に係る性能評価
□９．建築基準法施行令第２２条の認定に係る性能評価
□10．建築基準法施行令第２２条の２第二号ロの認定に係る性能評価
■23．建築基準法施行規則第１条の３第１項第一号イ、同号ロ(1)及び同号ロ(2)
      の認定に係る性能評価
□24．建築基準法施行規則第８条の３の認定に係る性能評価

	性能分野
の 区 分
【１つ選択】
	□耐久性能
□建築材料の品質性能
■低層建築物の構造安全性能
（□木質系建築物　　■鉄鋼系建築物　　□コンクリート系建築物
　□異なる構造を併用する建築物　１階（　　造）２階（　　造）３階（　　造））

	件    名
	（性能評価を受けようとする建築物の名称又は建築材料等の名称）
センターホーム

	連　絡　先
	会社名
部課名
所在地
電　話
担当者(ふりがな)
E-mail
	株式会社　センターホーム
住宅部　住宅課
東京都千代田区外神田?-?-? ○○○ビル
03-????-????　
　課長　日本太郎　
　nihon_t@???.co.jp

	受付の承諾日

	
	
	
	※

令和　年　月　日



	請求書
送付先
	会社名
所在地
電　話
担当者(ふりがな)
E-mail
	連絡先と同じ請求書を受領する担当者

連絡先と同じ
連絡先と同じ
課長　　日本太郎(にほんたろう)
nihon_t@???.co.jp　
	手数料
（非課税）
	※

	
	
	
	手数料
請求先
会社名
	株式会社　センターホーム



	業務完了後のビルデイングレター及びＢＣＪホームページの完了報告一覧への掲載許諾*1
	■諾　　　□否



（注意）  ①申請者が法人である場合は、代表者又は本申請の権限が委譲された者の役職及び氏名を記載してください。
②当財団が必要と判断する場合は、申請者に押印をお願いすること、直接連絡することがあります。
③記載された個人情報を本業務と当財団からのお知らせ以外に使用いたしません。
④※印のある欄は、当財団が使用しますので、何も記載しないでください。
⑤性能評価書の交付は、原則として電子交付とさせていただきます。書面による交付をご希望の場合は、
申請時にご連絡ください。
⑥*1欄の掲載内容については、別添「性能評価（評定）完了報告一覧の掲載のお願い」をご覧ください。



（備考１）本性能評価の分類両面印刷：裏
記載例

	対　象　案　件
【1つ選択】
	■１．建築物（地下室又は地下車庫を有するものを除く。）

	
	□２．鉄筋コンクリート造の地下室を有する建築物

	
	□３．鉄筋コンクリート造の地下車庫を有する建築物

	
	□４．上記以外の建築物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	上部構造の構造形式
	低層系軸組ブレース構造

	基本モジュール
	1,000　　㎜
	既評価の発信番号
	BCJ基評－LS00**



（備考２）本性能評価の区分（必要壁量表等の種類及び組合せ）又は場合分け
※階数及び構造計算に用いる荷重及び外力等によらず、適切な場合分けにより構造計算する場合には、
当該場合分けにより区分しても可とします。なお、場合分けの場合は、その内容を明記してください。
	上部構造の階数
	■平家 ■2階建て □3階建て
	必要壁量表等の
種類及び組合せ

左記の階数及び
構造計算に用いる
荷重及び外力等
の組合せの種類

※別紙に記載する
ことも可
	平家・1.0・32・100(20)
２階・1.0・32・100(20)
平家・1.0・36・100(20)
２階・1.0・36・100(20)


	地震地域係数(Ｚ)
	■1.0　□0.9　□0.8　□0.7
	
	

	基準風速(Ｖo)及び
地表面粗度区分の
組合せ
	32 m/s (Ⅲ,Ⅳ)
36 m/s (Ⅲ,Ⅳ)
	
	

	垂直積雪量及び
積雪の単位荷重
の組合せ
	100cm (20Ｎ/cm/㎡)

	
	

	積　載　荷　重
	1800,2900(1階に限る) N/㎡
	区分又は場合分け数
	4

	※場合分けの場合の内容を明記
	



（備考３）本性能評価の建築物等の概要
	最高の軒の高さ
	 9.0     ｍ以下
	各階の
床面積
	３階
	㎡以上　　　㎡以下

	最 高 の 高 さ
	13.0     ｍ以下
	
	２階
	15㎡以上　500㎡以下

	床 面 積
	30㎡以上1500㎡以下
	
	１階
	30㎡以上1000㎡以下

	地盤の長期地耐力
	30　kN/㎡以上
	
	地下階
	㎡以上　　　㎡以下

	用途及び戸建形式
	一戸建ての住宅

	基礎の種別
【当てはまるもの
すべて選択】
	■布基礎　　■べた基礎　　□基礎ぐい　　□独立基礎
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	基礎等における
図書省略等の取り扱い※
【当てはまるもの
すべて選択】
	■基礎等の仕様及び配置ルールを規定し、基礎等を図書省略等の対象とする。
□基礎等の構造設計要領を用意し、基礎等を図書省略等の対象としない。

	その他必須事項
	


※建築基準法施行規則第１条の３第１項第一号ロ(2)の認定に係る性能評価の場合のみ








※（一財）日本建築センター使用欄
	部　長
	課　長
	職　員
	摘　要

	
	
	
	



